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サーキュラーエコノミーとビジネスエコステム

従来型エコノミー

川上企業 川中企業 川下企業 消費者 廃棄

サーキュラーエコノミー

企業1

企業２ 企業３

消費者

企業4 静脈系企業

廃棄

ビジネスエコシステム
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ビジネスエコシステム

価値を広く社会に提供

社会ルール

ハイリターン

ビジネスモデルとしての側面

企業

行政

投資家 NGO

その他
利害関係者
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ビジネスエコシステムにはネットワーク効果がある

参加者A
参加者 B

参加者 C

参加者 D

参加者 F

助長

助長
助長

助長

助長

助長

助長
助長

助長

助長
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ネットワーク効果は指数関数的な成長を実現する

( )( )⋮( )
=                

( )( )⋮( )
規模の増加 他の参加者の規模

参加者Aの規模をmAとする（他も同様）

助長効果

( )( )⋮( )
=

(0)(0)⋮(0)
年度

規模
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ビジネスエコシステムとルール形成

1. ビジネスエコシステムでは共通の利害を約束することが仲間を
集める魅力になる。そのための合意事項が「ルール」である。

2. ルールにより，ネットワーク効果（相互助成効果）をビジネスエコ
システムに組み込むことができる。

3. 既存の法規制／社会制度が存在していない領域に進出するこ
とで他社に対して規模の優位を確立できる（ブルーオーシャン）。
その為の視点として，サーキュラーエコノミーに代表される新た
な規制（緩和）／制度確立が効果的である。
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Red Ocean
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Red Ocean

Blue Ocean
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エコシステムのための標準化の領域

社会
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ISO TC 322 Sustainable Finance

個別分野規格と社会ルール規格の相補関係
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プロバイダー

事例：スマートシティーにおける規格の役割

動機と競争 要件と認証

TC 268が発行
する規格

助長

助長都市

SDG11に関わるスマートシティーではサーキュラーエコノミーは中核課題



1111

Society 5.0という切り口

出典: 内閣府
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経団連の取り組み

抜粋
出典
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SDGs と ビジネス
Source: Better Business, 
Better World, Business & 
Sustainable Development 
Commission
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メール： yoshiaki.ichikawa.rb@hitachi.com

参考図書


